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【背景・目的】 









bDMARDs の導入時の判断を支援するため、初回 bDMARDs の効果に寄与する
因子および効果予測スコアモデルを検討した。 
【方法】 
 初回 bDMARDs を開始した 65 歳以上の高齢 RA 患者 82 名を対象とし、後
ろ向きコホート研究を行った。アウトカムは、bDMARDs 開始 1年後の低疾
患活動性 (LDA) 達成 (DAS28-ESR≤3.2) とした。多変量解析により
bDMARDs 開始 1 年後の LDA に独立して有意に寄与する因子を抽出した。ま
た、それらの因子に共変量を加え LDA 達成に関する予測式を作成した。そ








 対象患者の年齢の平均値は 73.5±6.0 歳、疾患活動性の指標である
DAS28-ESR の平均値は 5.3±1.3 であった。bDMARDs 開始 1 年後に LDA に




子より予測式を作成した (AUC: 0.83)。患者を 3 群に層別化した際の高ス
コア群の特異度は 89％、陽性的中率は 83％であった。 
【結語】 
 本研究において構築した効果予測スコアモデルは、高齢 RA 患者におけ
る初回 bDMARDs 開始 1 年後の LDA 達成を精度高く予測できることが示さ
れた。従って、本モデルは、高齢 RA 患者の bDMARDs 導入時の判断指標に
なる可能性がある。特に本モデルの高スコア群の高齢 RA患者においては、
積極的に bDMARDs を導入することで良好な疾患活動性のコントロールが
期待できる。 
 
 
 
 
